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つ
の
図
書
館
と
移
動
図
書
館
が
あ

り
、
移
動
図
書
館
は
市
内
39
カ
所

を
月
１
回
の
ペ
ー
ス
で
巡
回
し
、

高
齢
者
や
障
が
い
者
、
子
育
て
中

の
母
親
や
そ
の
子
ど
も
、
市
内
13

の
学
校
を
巡
回
。
図
書
の
リ
ク
エ

ス
ト
も
受
付
て
い
て
、
人
気
が
あ

る
。

②
奥
三
河
田
舎
く
ら
し
隊

（
新
城
市
N
P
O
法
人
）

　

農
山
村
の
古
民
家
を
農
泊
施
設

と
し
て
利
活
用
す
る
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
。
若
い

世
代
が
都
会
に
移
住
し
、
過
疎
が

進
ん
で
い
る
地
域
の
古
民
家
を
農

泊
施
設
と
し
て
再
生
し
、
都
会
か

ら
移
り
住
ん
だ
人
た
ち
に
民
家

を
活
用
し
て
も
ら
う
目
的
。
農

泊
と
い
う
と
、
農
家
に
宿
泊
し
農

業
体
験
を
す
る
こ
と
が
前
提
だ
と

思
っ
て
い
た
が
、
経
営
者
は
農
林

業
者
で
あ
る
必
要
は
な
く
、
星
空

観
察
や
ほ
た
る
観
賞
、
畦
道
散
策

な
ど
何
か
し
ら
自
然
体
験
プ
ロ
グ

人
。
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
障
が
い

の
あ
る
方
が
共
同
で
生
活
す
る

た
め
の
場
所
で
、
世
話
人
や
ヘ
ル

パ
ー
が
生
活
に
必
要
な
支
援
を
し

て
く
れ
る
。
親
な
き
あ
と
も
生
ま

れ
育
っ
た
地
域
で
自
分
ら
し
く
暮

ら
す
た
め
に
工
夫
さ
れ
て
い
る
。

女
性
８
人
が
生
活
す
る
施
設
で
、

１
階
、
２
階
と
も
２
０
６
㎡
の
広

さ
の
２
階
建
て
民
家
を
購
入
し
て

改
装
。
１
階（
４
人
）、
２
階（
４

人
）と
も
個
室
で
、
食
堂
・
ト
イ

レ
・
風
呂
は
各
階
に
在
り
共
有
。

１
階
に
は
重
度
の
障
が
い
者
に
も

対
応
す
る
た
め
リ
フ
ト
付
き
風
呂

を
設
置
。
音
に
敏
感
な
方
へ
の
対

応
は
二
重
窓
。
よ
く
転
倒
、
壁
に

ぶ
つ
か
る
方
に
は
床
・
壁
に
ク
ッ

シ
ョ
ン
材
を
使
用
す
る
な
ど
障
害

の
特
性
に
応
じ
て
対
応
さ
れ
て
お

り
、
改
装
費
に
約
４
千
万
円
。
働

く
場
所
の
提
供
や
所
得
保
障
も

し
っ
か
り
考
え
ら
れ
、
自
立
に
向

け
て
の
生
活
の
場
と
な
っ
て
い

た
。

④
羽
島
市
立
桑
原
学
園

�

（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
）

小
中
一
貫
教
育
の
義
務
教
育
学

校
。
小
学
校
か
ら
教
科
担
任
制
で

あ
る
。
１
学
年
約
20
人
で
あ
り
児

童
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
目
が
行
き

届
き
や
す
い
環
境
で
あ
る
。
羽
島

市
で
は
市
内
小
中
校
に
学
年
単
位

で
使
用
で
き
る
台
数
の
タ
ブ
レ
ッ

ト
が
準
備
さ
れ
て
い
る
。
桑
原
学

園
で
は
、
岐
阜
大
学
と
の
連
携
に

よ
り
小
学
生
用
に
50
台
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
が
貸
与
さ
れ
、
子
供
た
ち

が
何
時
で
も
使
用
で
き
る
環
境
に

あ
る
。
ま
た
、
教
育
関
係
の
出
版

社
の
協
力
で
、
漢
字
と
計
算
の
ド

リ
ル
な
ど
が
提
供
さ
れ
、
漢
字
と

計
算
の
基
礎
学
習
を
展
開
し
て
い

る
。
岐
阜
大
学
が
学
習
デ
ー
タ
を

分
析
し
教
材
や
教
諭
の
指
導
法
の

改
善
に
つ
な
げ
る
等「
産
官
学
」に

よ
る
学
力
向
上
協
創
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
立
ち
上
げ
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
す
る
な
ど
し
て
取
り
組
ん
で
い

る
。
モ
デ
ル
校
と
し
て
の
役
割
も

担
っ
て
い
る
。
児
童
生
徒
も
自
然

体
で
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
、
大
型
モ

ニ
タ
ー
を
う
ま
く
利
活
用
し
て
授

業
が
行
わ
れ
て
い
た
。

�

（
総
務
常
任
委
員
長　

前
川　

文
博
）

総
務
・
産
業
の
各
常
任
委
員
会

で
実
施
さ
れ
た
管
外
視
察
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
長
か
ら
報

告
し
ま
す
。

①
一
宮
市
立
中
央
図
書
館

J
R
と
名
鉄
の
尾
張
一
宮
と

一
体
化
し
た
尾
張
一
宮
駅
前
ビ
ル

（
ｉ
ビ
ル
）の
中
に
あ
る
図
書
館
。

図
書
館
は
、
ｉ
ビ
ル
の
５
階
～
７

階
エ
リ
ア
で
、
５
階
を
児
童
と
親

子
対
象
、６
・
７
階
を
一
般
対
象
と

し
、
出
入
口
を
分
け
て
い
る
。
駅

ビ
ル
と
い
う
立
地
で
、
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
の
通
過
点
で
も
あ
り
７
階
に

は
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
コ
ー
ナ
ー
が
あ

る
。
ビ
ル
全
体
は
指
定
管
理
者
に

よ
っ
て
管
理
運
営
さ
れ
て
い
る

が
、
図
書
館
は
市
の
直
営
で
市
職

員
が
９
名
と
委
託
業
者
60
名
の
体

制
で
運
営
。
利
用
者
は
一
日
平

均
３
，
０
０
０
人
を
開
館
当
初
か

ら
維
持
し
て
お
り
、
立
地
条
件
や

57
・
3
万
冊
と
い
う
蔵
書
の
豊
富

さ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ブ
ー
ス
や

学
習
室
の
充
実
、
A
V
コ
ー
ナ
ー

や
飲
食
可
能
な
ス
ペ
ー
ス
等
が
そ

の
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。
他
に
５

ラ
ム
を
体
験
す
る
機
会
や
場
所
を

提
供
し
さ
え
す
れ
ば
こ
の
制
度

を
利
用
で
き
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

農
泊
の
収
入
は
、
宿
泊
料
金
、
食
事

代
や
体
験
指
導
と
な
る
。
田
舎
暮

ら
し
を
体
験
し
た
い
人
の
為
に
、

自
分
た
ち
の
生
活
の
場
を
提
供
す

る
も
の
で
あ
る
。
名
古
屋
や
豊
橋

の
大
学
と
協
力
し
、留
学
生
を
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
の
モ
ニ
タ
ー
と
し
て
宿

泊
体
験
を
し
て
も
ら
い
、今
後
の
展

開
を
検
討
し
て
い
る
。
豊
川
・
豊

橋
地
区
や
浜
松
か
ら
車
で
約
１
時

間
の
と
こ
ろ
に
あ
り
、週
末
を
の
ん

び
り
と
過
ご
し
た
い
人
た
ち
も
リ

ピ
ー
タ
ー
と
し
て
訪
れ
て
い
る
。

③
障
が
い
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

�

（
社
会
福
祉
法
人 
む
そ
う
）

児
童
発
達
支
援
サ
ー
ビ
ス
、
日

中
活
動
系
サ
ー
ビ
ス
、
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
／
１
人
暮
ら
し
支
援
、
余

暇
・
社
会
参
加
支
援
／
地
域
生
活

支
援
サ
ー
ビ
ス
な
ど
障
が
い
者
に

対
す
る
支
援
を
行
っ
て
い
る
法

児童フロアの様子

古民家の宿泊施設

授業の様子
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を
増
大
さ
せ
た
り
、
道
路
や
橋
梁

の
損
傷
や
流
失
を
起
こ
す
事
例
が

発
生
し
て
い
る
。

未
利
用
木
材
の
活
用
で
、
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
を
行
う
こ
と

は
、
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
創
出
を

は
じ
め
、
木
材
の
資
源
循
環
の
推

進
、減
災
、防
災
に
貢
献
す
る
も
と

で
あ
る
と
確
信
し
た
。　

集
荷
実
績
は
、
東
濃
地
域
、
郡

上
・
下
呂
・
高
山
市
で
、
現
時
点

で
約
１
３
０
箇
所
か
ら
供
給
し
て

お
り
、
市
内
で
も
未
利
用
木
材
を

供
給
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

既
存
の
作
業
工
程
に
枝
条
の
集
材

や
出
荷
工
程
は
組
み
込
ま
れ
て
い

な
い
た
め
、
木
材
生
産
事
業
体
を

中
心
に
林
業
関
係
者
と
協
議
し

て
、
未
利
用
木
材
の
供
給
が
出
来

る
よ
う
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

�

（
産
業
常
任
委
員
長　

森　
　
　

要
）

示
さ
れ
て
い
た
。

ま
た
、
江
戸
時
代
か
ら
昭
和
初

期
の
機
械
が
展
示
さ
れ
、
蚕
糸
全

盛
期
か
ら
昭
和
3
0
年
ま
で
使

わ
れ
て
い
た
機
械
が
今
で
も
動
く

様
子
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
大
変

驚
き
、
博
物
館
に
隣
接
す
る
民
間

工
場
で
は
、
実
際
に
作
業
し
て
い

る
様
子
も
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。今

後
、岡
谷
市
と
連
携
、交
流
を

深
め
、
史
実
研
究
に
関
わ
る
現
地

指
導
、
資
料
の
借
用
等
お
願
い
し

な
が
ら
、
飛
騨
の
工
女
の
史
実
を

し
っ
か
り
研
究
す
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
と
感
じ
た
。

展
示
館
の
資
料
、
展
示
方
法
等

工
夫
す
る
こ
と
に
よ
り
観
光
の
一

つ
の
要
素
と
し
て
可
能
性
が
あ
る

と
も
感
じ
た
次
第
で
あ
る
。

②
長
野
県
川
上
村
の
高
原
野
菜

川
上
村
は
八
ヶ
岳
山
麓
に
位
置

�

（
発
電
施
設
）

㈱
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ナ
ジ
ー
東
海

�

（
チ
ッ
プ
製
造
施
設
）

こ
の
発
電
施
設
は
、
瑞
穂
市
に

あ
り
、
県
内
発
と
な
る
未
利
用
木

材
を
主
燃
料
と
す
る
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
プ
ラ
ン
ト
で
あ
る
。

発
電
所
の
発
電
出
力
は
年
間

６
２
５
０
ｋ
Ｗ
Ｈ
で
、
一
般
家
庭

約
１
２
，０
０
０
世
帯
の
年
間
使
用

電
力
に
相
当
す
る
。

バ
イ
オ
マ
ス
と
は
、
生
物
資
源

の
量
を
表
し
、
一
般
に
再
生
可
能

な
、
生
物
由
来
の
有
機
性
資
源
の

こ
と
を
指
し
て
い
る
。
製
材
端
材

や
、
建
築
解
体
材
は
、
紙
パ
ル
プ
、

木
質
ボ
ー
ド
、家
畜
敷
料
、木
質
パ

レ
ッ
ト
等
の
製
造
原
料
と
し
て
既

に
95
％
が
利
用
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所

の
燃
料
は
、
間
伐
等
で
伐
採
さ
れ

な
が
ら
利
用
さ
れ
ず
森
林
内
に
放

置
さ
れ
て
き
た
小
径
木
や
根
曲

が
り
材
、
枝
条
等
の
未
利
用
木
材

で
、こ
の
発
電
所
で
は
、年
間
９
万

ト
ン
の
未
利
用
木
材
を
燃
料
と
し

て
利
用
し
て
い
る
。

近
年
の
台
風
や
大
雨
と
い
っ
た

豪
雨
の
際
、
木
材
や
枝
条
等
が
流

出
し
、
橋
梁
な
ど
排
水
施
設
を
閉

塞
し
土
砂
や
洪
水
の
氾
濫
を
引
き

起
こ
し
て
、
人
家
に
対
す
る
被
害

①
岡
谷
市
蚕
糸
博
物
館

信
州
岡
谷
は
、
か
つ
て
世
界
一

の
生
糸
生
産
地
と
し
て
栄
え
、
蚕

糸
に
関
わ
る
産
業
遺
産
が
数
多
く

あ
る
。
飛
騨
糸
引
き
工
女
は
近
代

製
糸
産
業
に
大
き
く
貢
献
す
る

と
と
も
に
、
現
金
収
入
を
得
る
た

め
、
ま
た
家
族
の
た
め
に
ひ
た
む

き
に
働
い
て
た
。

飛
騨
市
で
は
、
現
在
専
門
調
査

員
を
雇
用
し
、
工
女
た
ち
の
史
実

を
調
査
研
究
し
て
る
。
映
画
に
よ

る
女
工
哀
史
の
負
の
イ
メ
ー
ジ
ば

か
り
で
な
く
、
明
治
・
大
正
・
昭

和
と
時
代
の
趨
勢
と
と
も
に
工

女
の
労
働
環
境
や
生
活
環
境（
教

育
、余
暇
）が
改
善
さ
れ
て
き
た
こ

と
も
検
証
し
後
世
に
忠
実
に
伝
え

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

市
は
、
こ
の
研
究
成
果
を
活
か

し
て
、
古
川
の
町
中
に
歴
史
観
光

ス
ポ
ッ
ト
を
設
置
し
て
活
用
で
き

な
い
か
と
現
在
検
討
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
博
物
館
を
視
察

し
て
そ
の
可
能
性
、
方
向
性
を
確

か
め
た
い
と
考
え
た
。

岡
谷
市
蚕
糸
博
物
館
は
、
市
の

施
設
で
、絹
文
化
の
起
源
か
ら
、日

本
の
製
糸
業
の
歩
み
な
ど
、
各
種

資
料
が
と
て
も
分
か
り
や
す
く
展

す
る
年
間
平
均
気
温
７
・
５
度
、
冬

は
マ
イ
ナ
ス
25
度
に
な
る
厳
し
い

自
然
環
境
で
あ
る
。
そ
の
た
め
戦

前
の
生
活
は
と
て
も
貧
し
く
、現
金

収
入
は
、養
蚕
と
仔
馬
の
生
産
の
み

で
主
に
出
稼
ぎ
の
村
で
あ
っ
た
。

戦
後
、過
酷
な
自
然
条
件
を
逆
手
に

と
り
、駐
留
米
軍
の
野
菜
の
供
給
元

と
し
て
、レ
タ
ス
の
夏
出
し
野
菜
の

生
産
に
た
ど
り
つ
き
、今
日
で
は
レ

タ
ス
の
出
荷
量
が
全
国
一
位
と
野

菜
大
国
へ
と
変
貌
し
た
。

農
家
の
一
戸
平
均
耕
作
面
積

２
・
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
平
均
年
商

は
、２
，５
０
０
万
円
。
耕
作
放
棄

地
ゼ
ロ
で
、
地
域
内
就
業
率
93
・

７
％
、村
の
人
口
５
，０
０
０
人
の

内
、外
国
人
実
習
生
が
１
，０
０
０

人
で
あ
る
。
村
、農
家
、農
協
が
同

じ
目
標
に
向
か
い
邁
進
し
て
き
た

こ
と
が
特
徴
で
、
飛
騨
市
に
お
い

て
も
、
儲
か
る
仕
組
み
づ
く
り
が

大
切
で
あ
る
と
感
じ
た
。

高
冷
地
野
菜
、
美
味
し
い
飛
騨

の
お
米
、
飛
騨
牛
な
ど
飛
騨
の
強

み
を
活
か
し
た
販
売
促
進
の
取
り

組
み
を
始
め
、
担
い
手
農
家
の
育

成
、耕
作
放
棄
地
の
解
消
、外
国
人

労
働
者
の
受
け
入
れ
な
ど
取
り
組

ん
で
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

感
じ
た
。

③
㈱
岐
阜
バ
イ
オ
マ
ス
パ
ワ
ー

糸引き作業の様子

枝条の集材の様子
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